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突撃インタビュー

柗元新一郎先生に聞く
恒例の突撃インタビューも 22 回目となりました。今回は，静岡大学教育学部教授の 柗元新一郎

先生にオンラインでお話を伺いました。新学習指導要領で大幅に追加された統計領域に関する指導
法のヒント、そして数学教材開発の方法を伺いました。

1 経歴
—現在の研究内容を教えてください。
現在，数学教育の中の統計教育を研究して
います。あえて“数学教育の中の”という言
葉をつけた理由は，「統計教育」は数学以外
の様々な教科でも行っているからです。小・
中学校の先生方を中心とした，全国統計教育
研究協議会に講演に行った際に，算数・数学
だけでなく，全教科の先生方がいらっしゃい
ました。ですので，私の研究は“数学教育の
中の統計教育”と表現しています。また，私
は大学院を卒業したあと，15 年間中学校の
教員を勤めていました。当時は現実の問題を
数学の世界にのせて解決するような「数学的
モデル化・数学的モデリング」の実践を行っ
ていました。現実の問題を生徒たちが理解し
やすい文脈に置きかえて，生徒たちの知って
いる数学の知識で解く。そして，もとの現実
の問題と照らし合わせ，自身の解が解決に向
いているかどうか考えられるような授業をし
ていました。

—学生時代の様子を教えてください。
私は，千葉県に近い江戸川区出身で地元の
小中学校を卒業し，高校は都立小岩高校に
進学しました。当時，小岩高校は大学に進学
するのが３割くらい，短大・専門学校への進
学が３割くらい，そして就職も３割くらい
といった学校でした。高校では小さい頃から
やっていた剣道部に所属し，自分たちの代で
は部長も務めました。最後の大会が終わった
夏以降も 12 月くらいまで部活動に参加して

いたこともあり，現役では大学に合格するこ
とができずに，一浪して東京学芸大学に進学
しました。高校の時に教員になりたいなと思
い始めたのですが，そのきっかけは高校時代
の経験に大きく依存していると思います。当
時は，私の周りに数学が分からない，先生の
授業を聞いてもさっぱりという仲間がいっ
ぱいいて，その仲間たちに数学を教えていく
なかで，高校の数学の教員って良いなと思い
始めました。そういったこともあり，高校の
数学教員になるために東京学芸大学に進学
しました。そして，大学４年生の時に東京都
の高校数学の教員採用試験を受け合格しま
した。でも，今思うとすごいなと思うのです
が，それを蹴って東京学芸大学の大学院に進
学したのです。その後，大学院２年生の時に
も採用試験を受けましたが，これには落ちて
しまい，私立の中高一貫の女子校に採用され
ました。その学校で３年間勤務した後，声が
かかって東京学芸大学附属中学校に異動して
12 年間勤務しました。もし，大学院に進学
せずに，大学４年で卒業してから都立高校の
数学教員になっていたら大学の教員にはなっ
ていなかったですね。大学院生のときに数学
の教員免許を既に持っていたので，私立の中
高一貫の男子校の非常勤講師をやっていまし
た。大学院１年生のときに高校を担当し，大
学院２年生のときに中学校を担当しました。
そのときに，中学校の方が圧倒的に面白い
なと思い，そこで高校教員から中学校教員志
望にチェンジしました。大学院２年生のとき
に，中学校の教員の方が自分に向いているの
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ではないかと初めて気が付いて，修士論文も
中学校の内容にしました。

—中学校のどういったところが面白いと感じ
たのですか？
中学生は人懐っこいというのが一番大きい
ですね。教師と近いというか。高校生は大人
というか，ある意味冷たいというかそういう
ところがあると思います。中学生の方が一緒
に泥まみれになりながらできるなと感じて，
中学校の方が面白いなと思いました。

2 統計教育研究を始めたきっかけ
—修士時代の研究を教えてください。
今とまったく違っていて，図形の分野を研
究していました。中学校２年生で平行四辺形
の性質を勉強するのですが，「ひし形は平行
四辺形の特別な形である」といった包摂関係
を扱います。この図形の包摂関係は生徒の出
来が悪く，昔から理解が不十分であると言わ
れていて，ここに興味を持ちました。当時，
中学校２年生を担当していたので生徒にイン
タビューしたりして生徒の実態などをまとめ
て論文にしていました。なので，先ほど言っ
た数学的モデル化とは全く違うことをしてい
ました。

—なぜ統計教育を研究しようと思ったので
すか？
それはやっぱり，小岩高校での経験に基づ
いていると思います。当時の小岩高校はカリ
キュラムを早めることなく，高校１年生の時
に数 I，２年生の時に代数幾何と基礎解析，
３年生のときに微分積分と確率統計を行って
いました。高校生のときの私は高校の教員に
なりたかったので，高校の内容は全部カバー
しないといけないと思い，確率統計は選択で
したが履修しました。当時の確率統計の授業
は，確率をメインで扱い，統計は少ししかや
らない先生が多くいたような気がします。し
かし，担当してくれた先生は確率も統計も等
分でやってくれたのです。当時はカリキュラ

ム上，授業で推測統計だけではなく，検定ま
で教えてくれたのです。なので，高校３年生
の時には推定，検定をマスターした上で大学
に進学することができました。そして，大学
に行ってから分かったのが，数学科に 30 人
ほどいたのですが，統計を分かっている人
がほぼいなかったことです。大学でも確率
統計の講義があったのですが，私は高校で１
回やっていたので復習みたいな感じで余裕
だったのです。この統計分野が自分の強みだ
なとこのときからずっと思っていました。そ
して，大学の教員になったときに平成 20 年
告示の中学校学習指導要領をつくるメンバー
になりました。当時はゆとり教育からの揺さ
ぶりで，中学校も高校も統計が復活するタイ
ミングでした。この時に，自分は統計が強み
で，統計が復活するということもあり，学習
指導要領作成メンバーでもあったので早めに
情報を得ることができ，これは研究するしか
ないなと思ったのです。

—現在の高校現場で統計を指導することに苦
労している先生も多いと思います。
教えた経験がないことはもちろんですが，

習っていないですからね。
—私も同じ世代ですが，統計はまったくやって

いませんでした。そこまで勉強されたというのは
凄いなと思います。
本当に高校の先生に感謝しています。統計

を教えてくれた先生は，私が大学に進学した
ときくらいに都立を退職して，筑波大学附属
駒場中・高等学校の先生になったんですよ。
なるほど…と納得しました。すごく優秀な方
なんですよ。今でも年賀状をやりとりしてい
るんですけど。こういった出会いがあったこ
とは，今でも本当にありがたいと思います。

3 高校生に身に付けさせたい力
—今回の学習指導要領改訂において，すべての

生徒が学ぶことになる数学 I の統計領域の学習を
経て身に付けさせたい力はなんでしょうか。

2



03 (2022-10-15 16:58)

大きく２つあるなと思っています。数 Iで
は箱ひげ図が継続で，標準偏差と散布図です
よね。つまり１変数と２変数です。１変数は
小学校以来学んできた平均値をもとに，学ん
でいなかった散らばり具合を標準偏差という
メガネでみるという，ここですよね。これま
での学習指導要領では中１で中央値と最頻値
を学んでいたのですが，ちょうどこの４月か
ら高校１年生になる世代では，小学校６年生
で平均値，中央値，最頻値を学んできた生徒
達が進学してきます。つまり小学校時代から
平均値だけではなくて，中央値や最頻値とい
うメガネでものごとをみるというか，観察す
ること，判断することを経験しています。平
均値はもちろん有効な道具ではあるけども，
平均値信仰が強いじゃないですか。たぶん高
校生達も試験が終わって返却されたら，平均
点何点ですかって聞いてくると思うのですけ
ど，それが正規分布だったら良いけど，分布
が二山である場合や，または下に長い分布の
場合は，平均値ってあまり良い指標ではない
ですよね。最頻値の方が良い場合もあるし，
中央値が良い場合もある。そういう学習を小
学校と中学校で積み重ねてきています。もち
ろん全員が定着しているわけではないけど，
経験値はある。そして高校の数 Iになったと
きには，平均値だけで見てはいけないねって
いう，1 つの道具として，標準偏差がある。
同じ平均値であっても散らばっているのか散
らばっていないのかっていうのがとても大事
ではないですか。これまではそういう道具は
なかったけど，これからはそういう強力な道
具をゲットしたねっていう，それが高校生た
ちに理解してもらえれば良いのではないかな
と思うのが１点目です。
もう 1 つは，２変数の散布図ですけれど
も，中学校までは，２変数の関係をみるとい
うのはまったくやっていないですよね。高校
ではじめてなので，２変数の関係をみるとい
う見方ができるっていうのが大事です。先生

方によっては，「こうやって点をプロットす
ればいいよ」と指導してしまいがちですけれ
ども，そもそも横軸にするデータと縦軸にす
るデータをどっちにした方が良いかという
ことを実は意識して欲しいですよね。私が中
学校の教員の時，カリキュラム上では散布図
は記載されていませんでしたが，そういう実
践をしたこともあります。たとえば丁度いま
春めいてきてそろそろ桜の開花の便りが来ま
すよね。桜の開花日を予想するのに，一番よ
く使う変数は気温ですよね。気温が大きなバ
ロメーター。気温と桜の開花日のデータは気
象庁のウェブサイトへいけばすぐゲットでき
るのですけど，千葉県千葉市の３月の平均気
温と桜の開花日のデータをゲットしました，
「では，散布図を書いてみましょう。２変数
の関係を調べたいから，グラフ化したいよ
ね。では，グラフ化してみてごらん。」って
言うと，私の教え子でいうと，縦軸，横軸に
描く生徒はほとんどいなくて，棒グラフを描
く生徒がいます。たとえば１つのグラフの中
で気温を折れ線グラフ，開花日を棒グラフに
して，軸を重ねるように，イメージわかりま
すかね。

—同一平面上というか。
はい，同一平面上に表示するということで

すよね。散布図っていうのを教えないとはじ
めからそういうことを思いつかないですよ
ね。それを論文にまとめたこともあるのです
けど。次に「気温のデータと開花日のデータ
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で，点をプロットしてみましょう」と言うと，
縦軸に気温のデータをもってくる生徒が結構
います。どういった背景をもつかわかります
か？ これまで折れ線グラフで１月の平均気
温，２月の平均気温のように折れ線グラフに
したものを目にしています。冬が寒くて，夏
が暑くて，また秋になって下がっていく。縦
軸が気温です。だから変数をこっち側にかき
なさいと指定しないと，縦軸に気温を描く生
徒が多いです。だけど散布図っていうのは横
軸が独立変数で原因を探りたいもの，縦軸は
結果を書きたいですよね，それに基づく従属
変数を。そういう意識は実はあまり高くない
です。

先生が横軸に気温をかいて，縦軸は開花日
をかきなさいって言えばその通りかいてくれ
るけど，実はそこが難しい。でも世の中に出
たら自分でグラフをかかなければならないか
ら。誰も「横軸に気温をかけ」と言ってくれ
ませんよね。だからそういう力を身に付けら
れると良いなと。つまり原因と結果をちゃん
と考えて，横軸と縦軸を決めましょうと。た
ぶん高校の先生方はそこは意識していない，
つまりスルーしているような気がしています
ね。さらに，因果と相関の違いをちゃんと理
解して欲しいなとも思います。今の気温と桜
の開花日の話は因果関係が強いパターンです
けど，まったくそうではなくて，たとえば，
気温とアイスクリームの売り上げの関係を
考えてみます。横軸が気温で，縦軸がアイス
クリームの売り上げとします。気温が上がっ
てくると，売り上げが上がっていくような点

がプロットされたときに，アイスクリームの
売り上げは気温のせいだ，みたいな結論を出
しがちだけれども，アイスクリームの売り上
げは気温だけではなくいろいろな要因が絡
むじゃないですか。アイスクリーム自体のデ
ザインとか，宣伝効果とか，様々な要因が絡
んでいて必ずしも気温だけではないので。つ
いついその，正の相関の点がプロットされる
と，なんかそれが原因と思いがちだけど，そ
んな簡単に物事は進まないよというか，そう
いう意識ができれば良いなと思いますね。私
がこれまで言っている事は，計算する技能ど
うこうということよりも，見方・考え方です
かね。公式とかは使わないと忘れちゃう。だ
けど「標準偏差っていう道具があると散らば
り方が見えるよね」と分かっていれば，大人
になればネットで調べればすぐ分かるしエク
セルも計算してくれる。そういう見方・考え
方が優先的に残っていて，そのような問題に
出会ったとき，そういえば散布図にすればい
いや，とか標準偏差を計算すれば良いのだか
ら公式調べようとか，そういう風になると嬉
しいなと思います。

—２つのデータに対して，縦横の軸に対応させ
るとき「こうしなさい」と指導するのは簡単だけ
れども，どっちが原因でどっちが結果かを生徒に
考えさせるのは難しいと。
そうですね。
—教員は生徒達に文脈（場面・問題設定）を踏

まえた考察をして，授業に臨んで欲しいというこ
とになりますよね。高校では無単位化されている
教材が多いです。つまり文脈から切り離された教
材を手に授業する先生が多いと思うのですが。
この間ですね，私たちの研究の一環で，都

立の定時制の先生に散布図の研究授業をして
いただきました。天気頭痛って聞いたことあ
りますか？気圧が変化すると，頭が痛くなっ
てしまう人がいるらしくて。一方で「頭が痛
いから休ませてください。」と言うと，「そん
な甘ったるいこと言うな。」と言う方々もい
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て。そういうことを題材にして，それは本当
かなって，生徒たちに「天気頭痛を明らかに
するためにはどんな変数をゲットしたら良い
か」と聞いてみます。『頭痛ーる』っていう
アプリ聞いたことありますか？ 雨が降る直
前のデータとか，気温が変化するときにちゃ
んとアラートを出してくれるのです。

—明日は頭が痛くなりそうですとか？
そうです，気を付けなさいみたいな。天気
頭痛の生徒がいてそれを紹介してくれたりし
ます。でも気圧だけではなくて，天候が関係
するのではとか。それで実際にデータを集め
ても頭痛のデータは難しいじゃないですか。
でもそれは SNS かなんかで，頭が痛いって
投稿したときに，たとえば東京都で“頭痛”
と入力した人の検索をかけるのです。それを
縦軸にして，横軸を気圧とか，降水量とか，
湿度みたいに色々な変数をもってきて散布図
をかきます。でも散布図を描くのは時間がか
かるじゃないですか，そこでエクセルにデー
タが入っていればそれをコピーして散布図を
作ってくれるアプリを使います。その使い方
を教えて，それで，これは関係あるとか関係
ないとか，考察していました。

—その関係ある・ない，の判断はとりあえず何
となくの判断になるのでしょうか。
それが，何となくだとやっぱりよくない
じゃないですか。でもそうなると相関係数
を出したくなる。でも定時制の生徒には負
担感があります。まだ，数 Iのデータの活用
を学んでない生徒ですので，紙で点をプロッ
トするやり方をやって，でも大変だからって
アプリを紹介して，それで相関係数を…とな
ると。そこで，まだ高校のカリキュラムにな
いので知らないと思うのですけど，たとえば
点がプロットされて，横軸の中央値でも平均
値でも良いですけど指標を自分で決めて，線
を引くのです。縦軸も同様に平均値のライ
ンで線を引くと，４分割されますよね。もし
もデータ数が全部で 20 個あるとして，右上

と左下の区域のデータ数の和から，左上と右
下の区域のデータ数の合計を引きます。この
割合を考えると，もし，右上と左下の区域に
データが全部集まれば 20分の 20で，つまり
１になりますよね。左上と右下の区域にデー
タが全部集まったら，−1 になります。これ
が相関係数のピンチヒッターになります。ま
だ日本のカリキュラムにはありませんが，海
外では使われている手法です。これであれば
中学生でも大丈夫です。それを私が授業者の
先生に「こういう指標があるからこれ使って
みたら」といったら「それ使います」と言っ
てくださいました。それをもとに散布図はも
ちろんデータの形状，さきほどの数値も見な
がら解釈していました。求めるのが厳しいの
と式の意味を解釈するのが難しい相関係数で
は有用だと考えています。

—なるほど。−1以上 1以下を代数的にちゃん
と理解するのは数 I の範疇では難しいですよね。
結局，天下りになっちゃいますよね。

4 仮説検定の考え方
—次に，数学 B の統計領域を学ぶ生徒に身に

つけて欲しい力，そして到達すべき目標はなんで
しょうか。
数 Bはやっぱり推測統計と検定だから，推

測統計で 95 ％信頼区間，これをまず明確に
理解するってことですよね。その理解の上で
ないと検定は無理なので。でも，現行の教科
書にも信頼区間については載っていますか
ら，それはこれまで通りですよね。その理解
の上に立って検定に入るわけだけど，検定の
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大雑把な考え方をまず知るってことが大事
で，これは数 Iの「仮説検定の考え方」と絡
んできます。その「仮説検定の考え方とは何
だ？」みたいな疑問があると思いますけど，
それは学習指導要領解説に具体例が記載され
ています。具体的には，枕の問題があるかと
思います。それで理解してもらい，あとでま
た紹介しますが『文系でも仕事に使える統計
学はじめの一歩』1)という書籍に仮説検定と
はどういうものかという項があり，そこにあ
る仮説検定の考え方が次の図です。

出典：「本丸諒，文系でも仕事に使える統計学はじめの
一歩，2018，かんき出版」

最初に仮説を否定します。こうじゃないか
なって示したいことがまずありますね，示し
たいことがあるけど，まずそれを否定するの
です。否定をしておいて，本当は示したいこ
とがあるのだけどそれとは逆の仮説を立てて
おきます。つまり，逆の仮説を正しいと仮定
しておいて，それを正しいとすると確率的に
ほとんどありえない，珍しいことだっていう
ことがわかる。それで，否定できるから正し
いのは逆の事柄だったという。これは，先生
方ご存じの背理法に似ていますよね。ただ，
背理法と言ってはいけないですよね。背理法
に似ているといわなければいけない。なぜな
らば，確率がゼロではないから。これが独特
ですよね。統計ではない数式とか図形の分野
だと，全く正しくないとはっきりいえるから
背理法といえますけど，統計の世界は，確率

1) 本丸諒，文系でも仕事に使える統計学はじめの一
歩，2018，かんき出版

はゼロではない，可能性としてはあるかもし
れない，ただそれはちょっとしかない。だか
ら，とりあえず否定しておきましょうという
ことで，正しいのはこちらだった…と結論を
だしていくのです。

—グレーだったというところまでしかいえな
いということですね。
そうです。グレーがかなりグレーだという

感じですかね。だから，まずその大きな考え
を理解することが大事かなと思います。計算
はやっぱり忘れちゃうから，自分が言いたい
ことがあるけれど，その逆をとりあえず仮定
しておいて，そのことはほとんど起こらない
よねという。だから否定をできるよね，だか
ら自分が内に秘めていた，言いたかったこと
を主張するみたいな，そんな感じですかね。

—技能というよりは考え方を身に付けること
に教える意味が強いということですね。
そうですね。そういう風に話をすると高校

の先生は，じゃあ共通テストは大丈夫かとか，
２次試験で統計が出た時にこの公式は知って
おかなければいけないのではないかと思いが
ちですけど，それはそこの関門だけだから。
公式は忘れちゃいますが，考え方さえ分かっ
ていれば公式はすぐ調べられますからね。

—大学入試を気にするとそういった授業展開
をすることには勇気がいると思います。
あえて高校の先生を守るとすれば，高校の

数学の内容はてんこ盛りなので，決められた
時間数ですべての内容をちゃんと指導しなけ
ればいけないという縛りは，小学校や中学校
の教員に比べれば圧倒的に強い。なので，あ
るところはさらっと流していかなければな
らないところはあると思いますね。その区別
をつけるっていうことですかね。ある時は技
能中心でいく時もあっても良いと思います。
でも，ある時は技能だけではなくて私が言っ
たような見方・考え方も身に付けられるよう
な。それが，いわゆる三本柱ですよね，資質・
能力ってやつです。高校の先生は，聞いては
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いるけど小中の先生みたいにそれを評価まで
もっていくのはなかなかハードルがまだ高い
と思います。慣れてないからね。それは理解
しているつもりです。だけど，やっていかな
いといけないということですかね。

—統計学を勉強する際に，役立つ資料・書籍等
をご紹介いただけますか。
学んでいない先生も多いと思うので，先ほ
どの話題でも紹介しましたが『文系でも仕事
に使える統計学はじめの一歩』は読み物的に
も良いと思います。記述統計という中学校レ
ベルから始まり，推測統計なんかは高校の内
容ですね。それからベイズ統計学とかの話も
載っています。これはさっき私がいった中央
値とか最頻値の小中レベルの内容があって，
分散くらいからが高校ですよね。箱ひげ図は
今回，中学校 2 年生におりてきた内容です。
この辺から高校の内容で，正規分布の話，そ
れから推測統計の話，それから仮説検定の
話。高校の先生には非常に易しい入口から高
校の内容までカバーしています。それで，か
なり具体例が載っています。視覚的に理解で
きるようになっているので，まず考え方を理
解するという意味では非常に良いのはないで
しょうか。高校の内容で，先ほどの標準偏差
のところで言うと，スーパー A のキャベツ
の重さ，スーパー B のキャベツの重さで平
均値は同じだけど散らばり方が違いますよ，
みたいな。そこから標準偏差の話になってい
くっていう。このような具体例が豊富なので
非常に分かりやすいと思います。仮説検定の
ところは，さっきお話ししたところですね。
対立仮説の話とか帰無仮説の話とか。帰無仮
説って漢字難しいけど，それはどういうとこ
ろに由来されているかっていうところも載っ
ています。有意水準とか棄却域とか，そのあ
たりも易しく解説してくれていますね。これ
はおすすめの本です。
あともう 1 つは，『高等学校の確率・統

計』2)。こちらは三省堂版教科書指導資料っ
てかいてある通り，昔三省堂から教科書が出
ており，当時の仮説検定まであったときの教
科書の指導書です。指導書がそのまま文庫本
になっています。最初に前書きがあって，本
書は 1984年に三省堂から刊行された高等学
校の検定教科書とその指導資料を合冊にした
ものであるとかいてあります。だから，この
文庫本をゲットしておくと高校生にわかるよ
うにかいた当時の検定教科書の内容と，教師
向けの指導用文章も載っているので，非常に
ありがたいと思いますね。この 2冊がまず基
本おすすめです。
あと，本ではなくて実践を知りたい，高校

の先生にとっては「こんな風に指導するんだ
な」とか，他の先生の展開を聴いて自分だっ
たらこうするなとか考えますよね。そこで，
年 1 回日本統計学会というところが，高校
に限らず小中高の現場の先生向けに実践発
表をする会があります。今年度は 2022 年 3

月 18 日と，例年年度末なのですが，それは
参加無料です。これは統計教育の方法論ワー
クショップ3)で，結構高校の先生が発表しま
す。高校の内容の授業実践発表もあり，なる
ほどと思いながら研修として力量をアップで
きると思います。海外の統計教育の方が講演
するときもあります。いまコロナの影響もあ
り Zoom開催ですので，自分が見たいところ
だけ参加すれば良いと思います。多分，先生
方は実践例を知りたいということが多いと思
いますので，こういうところを窓口にしても
らえればと思い，紹介しました。

5 統計学と大学入試
—統計指導を意識したうえで，どのような入試

問題が考えられますか？ そして大学生が身に付

2) 黒田孝郎他，高等学校の確率・統計，ちくま学芸
文庫，2011

3) https://estat.sci.kagoshima-

u.ac.jp/cse/workshop.html
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けてほしい統計の力を教えていただければと思い
ます。
まず，後者からのほうから。まず，大学の
状況です。だいぶ知っている方も多いと思い
ますが，これは静岡大学だけではなくて，ど
の大学もそういう流れになっていると思うの
ですけど，必ず共通教育で学ぶことといった
ら，かつては例えば体育とか語学，フランス
語とかドイツ語とかでしたが，そこに統計が
加わっています。静岡大学では，今の 2 年
生から全員，データサイエンスの授業を受け
ることになっています。つまり必修になって
います。どちらかと言うと教養なので，計算
をカリカリやるというよりは，世の中でこん
なことに使われていますよねという感じで
す。必修になっていて，知識だけではなく，
ちゃんとしたスキル・考え方をしっかり身に
付けてくださいということになっています。
プラスアルファ，先生方も大学受験でご指導
なさっているように，滋賀大学が最初でした
けど，データサイエンス学部に最近受験生が
集まるから，私学でもかなり作っていますよ
ね。大学としては，データサイエンスを学ん
でほしいというニーズがかなり強くなって
いますね。データサイエンスはたくさん学ぶ
ので本当は 2 単位設定したかったのですが，
静岡大学では確か 1 単位だったと思います。
90 分の授業が 7 回というレベルなので，考
え方を学ぶという趣旨です。なんでそうな
るかと言うと，理系だけが必要になるので
はなくて，文系にも必要だからですね。本当
は理系・文系という言葉は使いたくないので
すが，どの専門学部に行っても統計は必要で
す。これだけ情報化社会になっているので，
法律関係であろうが経済関係であろうが，ど
んな分野でも統計が必要になってきている，
統計を使って分析する必要性がでてきている
ので，必要最低限は学んできてねっていう，
大学でもちゃんと指導していますよっていう
風に今なっていますね。高校の先生には，大

学進学する生徒たちに大学がそういうように
変化しているよってまず伝えてほしいなと思
います。
続いて前者の質問である，大学入試という

ことですけど，これはなかなか難しいと思
う。今年，共通テスト平均点が低かったです
よね。私，試験監督していたので，問題パラ
パラ見ながら，「お！ なかなか難しい！」と
いうか，問題文が長くて大変だなって…。数
IAでは，キャンプ場からみた山の仰角の問題
は良いなと思ったのですけど，数学 IIBの歩
行者と自転車の動きの問題は現実的でなく，
数学の世界でやれば良いのにと思います。か
えってまどろっこしいなと思って見ていまし
た。仰角の話は現実世界でありえるなと思い
ます。デフォルメするために横軸・縦軸の縮
尺を変えることはあり得るから，これは良い
なって。そういうタイプの問題が，統計でも
たぶん出てくると思いますよ。

—仰角の問題は問題集でもみかけますが，統計
でそういう問題があまり思いつかないのですが…
統計検定の本の紹介をします。統計検定で

は 4級が英検でいう 3級で中学校レベルなの
で，統計検定 3級が高校のレベルとなりちょ
うど良いですね。全部選択問題です。小中学
校のレベルの問題も出ますので，すべてが高
校の範囲ではないかもしれませんが…。「か
すみさんは『朝食をとると成績が良くなる』
という話を聞いて興味をもった。そのことを
確かめるために，朝食についての習慣と前回
の数学の試験の点数を３つのクラスで実際に
調査した。」という感じで文脈が示されてい
ます。平均値・最小値・中央値だから中学校
レベルですね。そして，ここから読み取れる
ものを選択で答えよといったような，先ほど
高校の教材では単位がないという話があった
と思いますが，そういったことではなくて，
実際の文脈に沿ってデータが示されていて，
それを解釈するようなタイプが，統計検定の
問題にはたくさんあります。次のグラフはあ

8



03 (2022-10-15 16:58)

る高校の男子生徒 50 人の体力測定の結果の
握力，反復横跳び，立ち幅跳びの 3 つの変
数に対する散布図である。これは，正式な言
葉ですと，散布図行列と言います。多変数を
表すときにこんな感じで表すのですけど，そ
れと箱ひげ図がセットになっている。「握力
について箱ひげ図として適切なものを選択せ
よ。」のような，つまり，散布図と箱ひげ図と
を連動してちゃんと理解していますかという
ことを問うているんですね。

—共通テストに似ていますね。
そうです。こうやって文脈が載せられて，
その文脈からグラフが示されていて，グラフ
から解釈するみたいな。こういった問題が統
計検定にあるので，大学入試対策にはとても
良いと思います。

—目から鱗でした。高校のテキストは文脈が
ほとんどなくて，分散の２つの求め方や，データ
を線形変換して，相関係数がどうなるとか…，どち
らかと言うと統計量の性質の話が多い印象です。
それは，おそらく高校の教科書を執筆する
先生がかなり「数学の世界」寄りですね。現
実の世界を分析する統計教育というよりも，
数学に乗せたいから，要するに正規化したい
のでしょうね。

6 高校の先生方へ
—統計教育に限らず， 柗元先生は日常から出

発した授業展開，モデル化の意識が強いかと思い
ます。モデル化の授業を作るコツを教えていただ
けますか。
そういうことを始めようと思った理由から
お話しします。中学生くらいになり数学が難
しくなってくると，「なんで私たち数学の勉
強をしなければいけないの？」と言う子供た
ちが増えてくるではないですか。高校はそれ
がさらに顕著になると思うのですが，子供た
ちを数学の授業に引き留めるためにはどうす
れば良いかなって考えた１つの結論が，子供
たちの身の回りにある問題をネタにして授業

設計するという，それが数学モデル化になっ
た感じです。ではどうやって教材化するかで
すが，なるべく子供たちと近い文脈にするこ
とを意識します。例えば，スポーツが良いか
なと。そこで例えば野球のネタを考えると，
「どっちが一塁？」という感じで，野球を知
らない子も多くあまり伝わりませんでした。
そこで考えたのが学校行事でした。例えばみ
んなで校外に行こう，という時には下見があ
るのですが，そこでは最初に手を上げて下見
に行っていました。当時は不等式は中学校の
学習内容だったので，団体割引を題材にして
「割引を使った方が良いのか，そうではない
のか」といった話をしました。具体的にはサ
ファリパークで 30 人以上だと割引なのだけ
ど…という文脈を生徒に話して授業をしまし
た。28人だけど 30人いることにして割引を
適用した方が安いのでは？ みたいな話をし
て，29 人で申し込んだ方が良いのかなぁ？
なんて生徒に発言したら「そんなことして
良いのですか？」と生徒に倫理的な角度から
突っ込みを入れられてしまいました。そのと
きは「いいね！」と言いました。つまり，こ
のようにして生徒が授業に食いついてきて
くれるのです。他にも，いま教職大学院で指
導している院生がソーシャルゲームの「ガ
チャ」をネタにしてきてくれました。当たり
の確率が 5％と公式では謳っているのに，何
百回ガチャガチャを回しても当たりが出な
い。さて，本当に確率は 5％なのか。という
教材でした。仮説検定の考え方に似ています
よね。これは今だからこそ教材にできる内容
で，それは良いネタだね，と褒めました。数
学を知っているからだまされない，という意
義もありますしね。昔はなくて，今だからこ
そできる教材です。

—日常から出発する教材は理想化・単純化が起
きすぎると問題のための問題になってしまいます
し，あまりにも理想化・単純化が少ないと答えが
発散しますよね。また，どこまでを変数として認
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めるか，という問題も起きます。これが日常から
出発する教材の難しさだと思います。いつもアン
テナを立てて，学習して参ります。
ですね。アンテナを立て続けるしかない。
これにつきます。

—では最後に，千葉県の数学教員に対して何か
メッセージをいただければと思います。
メッセージですか…私は数学のファンを
増やしてほしいと思っています。受験に役に
立つから，とかそういうことでも良いのです
が，数学を勉強していると面白いな便利だな
役に立つなと思ってくれれば，またその人が
親になって子どもに「数学の勉強って面白い
し、受験以外にも役立つことがあるよ」と指
導して，再生産して…ということになります
ね。とにかく，数学を楽しんでほしいし，楽
しめるようにしてほしい。今の私は大学の教
員ですが，中学校の教員時代の時はそのよう
な想いを持って過ごしていました。

—長時間のインタビューありがとうございま
した。
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